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ウェイ　テッ　アウン
WAI HTET AUNG
国 　 籍 ミャンマー
職 　 種 工場板金
実習実施者 有限会社紀の川ステンレス
監 理 団 体 国際ビジネス情報協同組合

失われた未来

だれにでも未来があります。人は生まれてから死ぬまで良
い未来と幸せな人生を送るために毎日努力しています。自
分の生きたい未来に挑戦して成功した人もいるし挑戦し
て失敗した人もいます。実際はだれにも自由に生きて自由
に自分の未来に向けて努力する権利を持っています。わ
が国の若者にとってこのような素晴らしい機会を得るのは
難しい状況です。わが国の若者の生活は困難で非常に悲
惨です。若者は夢や未来に向かってどんなに努力しても
成功するのは難しいものです。これは国の情勢悪化にも関
係しています。国の経済は発展の欠如により悪化していま
す。親は子供の未来をサポートすることより家族の生計を
心配しています。そのため子供たちの未来を十分にサポー
トすることができません。裕福な家庭に生まれた子供たち
は人生の旅路について心配する必要はありませんが、わ
が国には十分なお金を持っていない底辺階級の人々がた
くさんいます。一日働いて得た収入はすべて家族の衣食
のためだけに費やされてしまい他のことに費やすのに十分
ではありません。これらは子供たちの教育にとって大きな
障害です。このような子供たちは勉強すべき時に勉強する

代わりに家族の衣食のために手当たり次第の仕事をして
一所懸命に家族を養っています。この子供たちは若くて
家族としての責任を担うことができるのに一方では彼らの
生活を非常に悪い状況に陥っていることでもあります。彼
らは学べる年齢になっても学ぶことができなかったので善
悪の区別が正しくできません。だから彼らはお金を得るた
めに何でもしています。お金のために窃盗や強盗をする人
もいれば麻薬の餌食になる人もいます。こうして彼らの未
来は失われてしまいました。またわが国では大都市と田舎
の間の生活水準の差は非常に大きいです。大都市では様々
な講座に参加して知識を増やすことができるのに田舎で
はそのような機会がありません。田舎で生まれた人々のほ
とんどは教育より家族の伝統的な家業に従事して日々の
生活を維持することで精一杯の状況です。そのため田舎
で生まれた多くの人は知識も乏しくて人生に大きな目標も
ありません。若者の努力を妨げるものがわが国には多すぎ
ます。だからわが国の若者はどんなに頑張っても目標を達
成するのは難しくて得られる収入も非常に低いです。その
ため若者たちは祖国を離れて自分の生活を向上するため
に海外へ出て行ってしまいます。これは国にとって良くな
いことです。国にとって重要なものは貴重な宝石や鉱物で
はありません。本当に大切なのは人材です。若者は国の
未来です。国の力です。若者の未来が失われれば国の未
来も失われます。今この瞬間でも内戦のせいで若者の命
が失われています。若者の人生はとても悲惨です。私た
ちは自由に生きて若者の自由を楽しむ機会を持つべきで
す。失われた若者の未来が再び見つかりますように。
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PHAM QUYNH NHU
国 　 籍 ベトナム
職 　 種 介護
実習実施者 社会医療法人芳越会
監 理 団 体 ICS 協同組合

心と心をつなぐ紐

　こぼれ桜が見えるときには初めて日本に来た瞬間をし
た。 ３年間、日本で働いている介護実習生です。時間が
たつのは早いものです。
　「介護は心だ」という人がいます。そのとおりなので
すが、私には少し「違うな」という気持ちがあります。
それを一言で言うと「つながり」です。「利用者さんの
心から、私の心までの見えない紐でのつながり」となり
ます。利用者さんにとっても私にとっても精神的な薬の
ようなものです。
　人が生活するには苦労は避けられません。日本のこと
わざには「若いときの苦労は買ってもせよ」というもの
があるそうです。特に日本語が片言から足らない経験ま
で介護実習生には難しいです。この体は私のものではな
いと感じるほど、ゆううつになり、まるで、出口のない
森に迷っているような気持ちになったこともあります。
でも、そのとき、利用者さんの心と、私の心をつないで
いる見えない紐で、もう一方の端を持っている利用者さ
んから、正しい出口の方向に引っ張ってもらいました。
その瞬間、「見えない紐でのつながり」が薬の効果のよ
うに、私を回復させてくれました。この紐はお互い助け

合える効果を持っています。「利用者さんが幸せになれ
ば私も幸せになる」という効果です。
　人は年とともに健康がだんだん弱くなっていくもので
す。でも利用者さんが毎日元気でいて、好きな食べ物を
食べ、簡単な挨拶を交わす。そのような様子を見ると、
すこしでも改善したことに安心を感じ、これからも頑張
ろう思う気持ちになれます。老人ホームは高齢者に最高
の介護を提供する場所です。しかし、故郷と呼ばれるよ
うに、どんなに頑張っても100％には至りません。なぜ
かというと、そこには家族はいないからです。利用者さ
んには認知症になっていても、家族を切り離して考える
ことはできません。それで親しい友人でもあるように努
めています。相手の話を聞いたり、利用者さんの明るい
笑顔を見ることができて、お年寄りが幸せそうにしてい
るのを見ると、私の介護の仕事の概念である「利用者さ
んの心から、私の心までの見えない紐でのつながり」と
いう現在の価値観を大切にしていきたいです。
　最後に、この文章を通じて、家族や周りの人から愛さ
れているすべての人に心からの言葉を送りたいと思いま
す。生きている各瞬間を大事にしましょう。時は過ぎて
いきますが、お互いに共に過ごした時間の笑顔や会話は
心の中に残り続けます。「認知症」という病に罹ってい
ても、心が愛でつながっていれば、必ず愛が返ってくる。
年齢、国籍、肌の色もなく、ただ心と心をつないで、お
互いに誠意を持って、理解し合えばいいのです。そうす
れば、あなたの人生は幸せで価値のあるものになるで
しょう。私たち一人一人は大木の枝のように、この世界
で大切な役割を担えます。心と心をつなぐ見えない紐は
響き渡る楽しい旋律を運ぶ弦のようなものなります。
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